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「Ecological Notes」刊行の意図と本誌について 

The intention of publishing "Ecological Notes" 

現在ブログに始まり SNS など個人発信の時代となりましたが、中には生物について

分布記録上重要であるにも関わらず、インターネット上にアップロードされ、引用出

来ずに埋もれてしまうものも多くあります（林ら，2020）。また、インターネットでは

サーバーが無くなったり、投稿者が削除すると簡単にデータは消滅します（池田，

2015）。このような事が起こる要因としては雑誌投稿の敷居の高さがあると思われま

す。執筆方法などの基礎知識が必要であることもありますが、過去の文献が散逸し、

特に ISSN や ISBN が存在しない文献、更にはインターネット上ですら参照できない古

い地域誌や影響評価書などのような灰色文献（池田，2015）が存在することにも起因

すると思われます。また、ISSN を取得していてもインターネット上で目次の公開がな

いケースもあります。種の記載では、研究機関に配布されていることや、ISSN や

ISBN が付加されている媒体で公表されることが条件にされるなど（野田・西川，

2013；青木・岡田 2017)、文献の流通性を考慮した規定作りが進んでおり、今後は分

布や生態に関しても、種記載ほどの厳密性を求めると敷居が高くなりすぎる可能性は

ありますが、参照の利便性を高める取り組みが必要だと考えます。このように参照が

難しい中、「初記録」という形での報告は語弊が生まれる可能性がありますが、生物に

関する情報を過去の記録に囚われず、個人が自由に発信する事は妨げられず、県単位

での目録作成を行い、地方自治体や国が率先して生物多様性政策を推し進めている現

在では（上野ら，2017；環境省，2020）、むしろ出し惜しみを避け、自由な発信を促

し、その内容に関して専門家が正しい情報を提供することで改善していくことが求め

られると私は考えています。また、例えかなり昔に既記録であったとしても、環境改

変が起こり続ける中、現在も生息が確認されるかどうかは有用な情報になると考えら

れます。 

筆者は 15 年以上に渡って分類群に拘らず、幅広く生物（主に陸上動植物）の撮影を

行ってきましたが、地域や分類群で専門誌が細かく別れており、その閉鎖性から（林

ら，2020）、投稿するためには沢山の有償の研究会に所属するという必要がありまし

た。また分類群によっては投稿先がないケースもあります。更に撮影記録は不確定性

が含まれることや、カラーを多く含むことから全ての研究会で自由に投稿できるとい
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うわけではありませんでした。加えて、生態学が発展し、種の行動や相互作用につい

ての研究が盛んであるにも関わらず、比較的細かい具体的な種の行動や相互作用を自

由に投稿できる雑誌は分断されている現状です。この点で「ニッチェ・ライフ」誌は

先見性のある取り組みをなされており、私も多く投稿させていただいていますが、刊

行ペースの点から多数の投稿は難しいという点がありました。 

また不確定ながらも新規性のある事例というのもあります。学名未定の種の撮影記

録などは一般誌に載せることは難しいですが、研究者そのものが少なく、情報が不足

している分類群では将来の記載の役に立つ可能性があります。 

これらの理由から筆者は個人で自由に発信できる媒体として、ISSN を取得し、発信

を定期刊行物化することにしました。分布情報・生態学的発見などを掲載予定です。

筆者は倫理的観点から採集ではなく撮影を主に行ってきましたが、各報告をどのよう

に解釈するかは各分類群に関心のある人達に委ねようと思います。刊行ペースは不定

期です。執筆に際しては注力して文献収集に努めましたが、速報性を重視していま

す。有用な情報ありましたら、是非ご教示いただきたく思います。民間人として行っ

ている取り組みなので収益化はさせていただこうと思います。研究だけではなく、写

真や読み物としても楽しんで頂けると思います。もし、この取り組みに共感いただけ

ましたら、ご支援頂けると幸いです。一つ一つは細かい記録でも積み重ねることで情

報が蓄積し、生態系保全に繋がることを願っています。 
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徳島県鳴門市におけるスジボソフトハナバチのクササンタンカへの訪花記

録 

A Record of visit to flowers of Pentas lanceolata subsp. cymosa by Amegilla 

florea in Naruto City, Tokushima Prefecture 

 スジボソフトハナバチ（旧和名：スジボソコシブトハナバチ）Amegilla florea 

(Smith,1879)  は、日本(本州、四国、九州、大隅諸島)、極東ロシア、中国、朝鮮半

島、台湾に分布する（多田内・村尾，2014）、大顎・頭楯・複眼内縁などの黄色と、触

角・脚・腹部腹板は赤褐色が特徴的な種で(京都府自然環境保全課，2015)、京都府 

RDB で絶滅危惧種に指定さ

れている他(京都府自然環境

保全課，2015)，神戸市の注

目すべき膜翅目にも挙げられ

ている（吉田・八木，

2016)。また環境省第 4 次レ

ッドリストで情報不足にあた

るナミルリモンハナバチ 

Thyreus decorus (Smith, 

1852) に労働寄生されること

でも知られている（多田内・

村尾，2014）。営巣行動など図 1 スジボソフトハナバチのクササンタンカへの訪花 


